
スマート農業イノベーション推進会議
会員ニーズ調査アンケート結果まとめ
IPCSA事務局



アンケート実施概要
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目的 •課題に対して情報発信、事業者紹介等の個別フォローを実施
•分析結果を踏まえ、次年度施策検討や今年度施策内容検討に活用

手法 Microsoft Forms

期間 2025年6月27日(金)～7月15日(火)

対象・回答数 会員数996名に発出し、255名より回答を受領

主な
設問内容

•基本情報（業種・職種等）
•スマート農業に対する目線・立場

⁃ 農業者・農業法人：営農類型、品目、経営規模、年齢層
⁃ 農業者・農業法人以外：スマ農技術のユーザー、開発者、普及促進者どの立場か

•スマート農業の活用・開発・普及促進状況（現状の確認）
⁃ 解決したい課題、関心のある技術、情報収集時の参照先・相談先

• IPCSAに対する意見要望（目指す未来像の確認）
⁃ IPCSAに求める機能、期待、その他ご意見ご要望
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農業者
農業法人

農業関係団体
ソフトウェア、通信事業者

スマート農業技術活用サービス事業者
食品事業者

小売・流通事業者
金融機関
府省庁

都道府県
市町村
研究者

農業高校
農業大学校

高専
大学

研究機関
農業機械・電機・精密機器製造業

化学工業
鉄鋼・非鉄金属製造業

医薬品製造業
紙加工品製造業

その他

回答者数、業種
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会員数996名（7/11時点）のうち、255名（25.6%）の回答あり。農機メーカー45件(17.6%)、 農業者・
農業法人39件(15.3%)、スマート農業活用サービス事業者35件(13.7%) の順に回答が多い。

業種ごとの回答者数アンケート回答数

592

149

404

106

996

255

会員数 回答者数

法人 個人

回答率
25.6%

農業者・農業法人 15.3%
（当該業種の会員登録者中23.9％）

その他内訳（弁理士、ドローンスクール、コンサル等）

農業機械・電機・精密機器製造業 17.6%
（当該業種の会員登録者中47.9％）

スマート農業技術活用サービス事業者 13.7%
（当該業種の会員登録者中32.1％）



入会動機

4

入会動機として情報収集が最上位となり、連携先・共同先を求める意向や意見交換の場を求める意向も一定数見受けられた。

IPCSA入会動機（件数）
N=255
※複数選択

192

122

101

64

10

スマート農業に関する情報を求めているため

スマート農業に関わる連携先・協働先を求めているため

営農・事業・研究の範囲を超えて、社会実装を目指して意見交換し
たいため

自社・団体の開発する製品・サービスや研究手法を普及させたいため

その他



IPCSAに求める機能
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IPCSAに求める機能として、スマート農業導入者による事例紹介・効果説明や地方でのマッチングイベントへのニーズが高い結
果となった。
IPCSAに求める機能（件数） N=255

※複数選択

131

117

105

95

89

83

83

78

71
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スマート農業導入者による事例紹介・効果説明

スマート農業をテーマとしたマッチングイベント（地方開催）

コンテンツの充実したWebサイト

スマート農業をテーマとした研修（実践・実技）

スマート農業関連の課題に関して議論するイベント

対面での会員間交流機会

スマート農業をテーマとした研修（座学）

Webサイト上での会員間交流機会

スマート農業をテーマとしたマッチングイベント（東京開催）

その他



スマ農技術の情報収集時の参照・相談先
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スマ農技術の情報収集時はインターネット検索を活用する回答が最多で、次点で農業関連の展示会・実演会・講演会等が挙
げられた。
スマート農業技術の情報収集時の参照・相談先 N=255

※複数選択

53
43

33
29

21
18

12
9

8
5
5

4
9

インターネット検索（Web記事、各社サイト等）
農業関連の展示会・実演会・講習会
公的機関・自治体の農業担当部署

農機メーカー
地域の農業者仲間

取引先企業（卸売業者・販売先）
参照・相談先はない
新聞・雑誌・業界紙

普及指導員
JA

SNS
家族・従業員

その他



スマ農技術の活用/開発/普及時の参照・相談先
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スマ農技術の活用・開発・普及促進等を実施する際の参照相談先としては、農機メーカーが最多で、次点で農業関連の展示
会・実演会・講習会が挙げられた。
スマート農業技術の活用/開発/普及促進時の参照・相談先 N=255

※複数選択

33
30

22
14
14

13
9

7
5

1
2

0
15

農機メーカー
農業関連の展示会・実演会・講習会

インターネット検索（Web記事、各社サイト等）
取引先企業（卸売業者・販売先）

地域の農業者仲間
参照・相談先はない

公的機関・自治体の農業担当部署
JA

SNS
普及指導員

新聞・雑誌・業界紙
家族・従業員

その他



ユーザー（既に導入している技術）
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導入済の技術としては、ドローン、自動操舵システム、営農管理システムが上位に挙げられた。

既に導入している技術
N=46
※複数選択

19
14

13
8

7
7

4
4

2
1
1
1

0
0

6
5

ドローン
自動操舵システム
営農管理システム

ほ場水管理システム
リモコン・電動草刈機

環境制御装置
自動走行トラクター

自動収穫機
無人自動運転コンバイン

ロボット田植機
自動搾乳ロボット

自動給餌機、餌寄せロボット
運搬ロボット

農薬散布ロボット
その他

導入していない



ユーザー（導入を検討したい技術）
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導入済の技術として最多は農薬散布ロボット、次点でドローンが挙げられた。

導入を検討したい技術
N=46
※複数選択

21
20

13
12
12

11
10

8
8

5
3

1
1
1

8

農薬散布ロボット
ドローン

運搬ロボット
リモコン・電動草刈機

自動収穫機
営農管理システム
自動走行トラクター
ほ場水管理システム

環境制御装置
自動操舵システム
ロボット田植機

無人自動運転コンバイン
自動搾乳ロボット

自動給餌機、餌寄せロボット
その他



スマ農技術のユーザーの課題
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農業生産における課題は人手不足、省力化が大きい。スマ農技術導入においては、コスト面のハードルの高さや、
効果・メリットの不明瞭さが課題として挙げられた。
ユーザーの農業生産における課題 スマート農業技術導入に係る課題N=46

※複数選択
N=46
※複数選択

40

32

28

26

25

25

23

17

17

16

2

作業の省力化・自動化

人手不足・労働力確保

品質の安定・向上

気象・病害虫リスクへの対応

資材・燃料等コスト削減

データ管理・経営判断の精度向上

収量向上

環境負荷低減

販路拡大

技術継承・後継者育成

その他

41
20

18
18

16
15

13
13
13

8
7
6

2

導入コストが高い

効果やメリットが不明瞭

ランニングコストが高い

制度・補助金情報が不足・不明瞭

相談先・サポート体制の不足

品目に合う製品がない

製品情報・事例情報が不足

経営規模に合う製品がない

インフラ（ネットワーク環境等）の整備不足

地域条件に合う製品がない

周囲に導入者が少ない

操作が難しい

導入の必要性を感じない
※スマ農技術のユーザーは、農業者・農業法人のほか、異業種でも営農している方が該当



研究開発者の技術開発における課題
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技術開発において、低コストと実用性の両立が最大の課題。また、農業現場の多様なニーズへの対応も課題となっ
ている。

N=87
※複数選択

54

47

42

26

23

23

21

20

19

17

15

2

低コストと実用性の両立

農業現場の多様なニーズへの対応

普及を見据えたビジネスモデルの構築

耐久性・信頼性

簡単で直感的な操作

メーカーやシステム間の互換性

通信インフラが不十分な地域への対応

実証場所の不足

技術に対する現場の理解不足・教育不足

農業者と開発者の連携不足

法規制・制度の不足

その他

技術開発において解決したい課題（件数）



普及促進者の取組における課題
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普及促進において解決したい課題は導入コストの高さが最も多く、次点で農業者の理解・関心不足が挙げられて
いる。
普及促進において解決したい課題（件数）

N=116
※複数選択

65
48

40
38

35
33
33

30
27

24
15

9

導入コストの高さ
農業者の理解・関心不足
現場に適応した技術の不足
制度・補助金の活用しづらさ

導入効果が不明瞭
農業者向けの分かりやすい説明・研修機会不足

普及支援者の知識不足
相談先（ＪＡ、普及センター、自治体等）の活用不足

導入後のサポート不足
通信インフラの未整備

農業者間の横のつながり不足
その他

※普及促進者は、行政機関、JA、メーカー等が該当
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